




















































































































   子宮頸癌18.9%
    悪性腫瘍子宮肉.腫10ao%■254%   悪性絨毛上皮腫5ao%
   その他1t1%























     診断名例数陽性騨陰性
     子宮幾癌377228
     子宮体癌1001
     膣癌.てoo1
     尿道癌2Do2
     卵巣癌2002
     子宮肉腫53G0
     悪性絨毛上皮腫6ろ12
     胃癌21o1
     Hod彦kin氏病1oo1














































































































「      診断名例数陽性購陰性
     子宮頸癌74〔〕5
      悪性腫.瘍坐骨神経肉腫↑1〔〕0     悪性絨毛上皮 2101
     計106o4
      対照子宮筋腫500・3
 「
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 陰性化をみた。1一.1.、典
 第2節膣洗滌液の聾r茸漁反応
 オ1項総合成績悪性繍膓合計19例1
 中陽性6例±疑陽性2例,陽性率は35,5.
 %,.陽性,疑陽性を含めて42,1%であっ・
 た。'対照はろ例共陰性であった。.=!ハ'r・・
 オ2項腫瘍別陽性率組織診断確定の
 子宮頸癌、患者15例についてみると,オ4
 表に示す如く陽性3例,疑陽性2例,陽性
 率は20%,陽性・疑陽性を含めて55,5,
 %であった。その他・膣癌,尿道癌,悪性1.'
 絨毛上皮腫の各1例は共に陽性であったが,.
 '.仁'.
ぎうじ 譜.!
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 子宮肉腫1例は陰性であった。
 オ5項癌進行度との関係才1期癌5例では疑陽性2例・オlf期癌7例中陽性2例・オW期
 癌5例中陽性1例であった。
 第5節腫瘍組織のN-A一五反応
 才1項総合成績悪性肺癌合計10例中陽性6例,疑陽性恥陽性率は60%であった。対
 照は子宮筋腫5例共陰性であった。
 才2期腫瘍別陽性率疾患別に・みると・オ5表の如く,子宮頸癌7例中陽性4例,陽性率
 5Z1%であった。肉腫はで例のみであるが陽性であ餌悪性絨毛上皮腫は2例中1例が陽性で
 あった。
 尿・騰洗滌液・腫瘍組織5者間の関連につきN-A-A反応をみると,尿で陽性の場合はナ膣
 洗滌液でも陽性を示し,尿・膣洗滌液で陰性のものでも腫瘍組織は陽性であった。
 第4章結論
 太実験はアミノピリン系統の投与を除外,厳重な管理の許に採尿を行っており,子宮頸癌患者
 尿の陽性率18,9%・悪性腫瘍全体・ごは陽性率25,4%,陽性,疑陽性含めて検出率は30,9%
 と低かった。対照でも兜5%の陽性率を示し診断的価値は殆んど認められなかったが,アミノピ
 リン完全除外の癌患者でもかなりの陽性例をみ,非癌では陽生は著しく少なかった。又,アミノ
 ビリγ投与の太実験では全てが陽性になるとは限らず,陰性を示したものを1例みている。即ち,
 宏物質は何等かの癌性代謝異常の結果,有核アミノ酸などより由来する可能性が多分に考えられ
 る。
 叉,悪性腫瘍の場合,膣洗滌液,腫瘍組織から尿の場合と全く同じRf値を有する物質は証明
 し得なかったが,Rf値のより少い同様な黄橙色反応物質が証明され,N一:acetyl-antipπin
 に類似の化学構造物質で悪性腫瘍に特異的な何等かの存在が察知せられた。
 '葉
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審査結果要旨
 癌診断上,その特異的代謝物質の発見は研究者多年の夢である。故正宗教授によって発見され
 た癌患者尿中のN-acetyl-anむipyrinは,この意味に於いて吾々臨床家に大いなる期待をいだ
 かせた。
 筆者は,故教授の指導の下に,診断,治療並びに経過観察の適確に行い縛る婦人科癌について,
 該物質の意義を追及した。
 1)子宮癌居諸派には24,5%陽性,対照で95%陽性で,尿診断法としての価値は認められな
 かった。
 2)子宮肉腫で100%,絨毛上皮腫で67%と,この方面の陽性郵ま高かった。
 5)子宮癌患者の膣洗滌液について・正宗反応を行うと42.1%,対照0%で,尿よりはよい成
 績を得るが,子宮癌の診断法としては価値がない。(胃癌の如ぎものならば或は利用価値が生ず
 ることも考えられよう。)
 4)悪性臓膓組織で正宗反応を行うと60%の陽性華を示した。この場合も対照は0%であっ
 た。
 以上の如く,不幸にして正宗反応は,少くも現段階では癌反応としての価値はない。
 しかし,筆者も指摘している如く,N-aceむy1-anむipyrinは癌組織の特異的代謝産物であり,
 この代謝機序の追及は,癌診断に大いなる進展をもたらすことガ期待される。この意味に於て,
 筆者の努力は,例令,臨床的には成果皆無だつたとしても,充分認めらるべき'ものと思われる。
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